
 
第
五
回 

「
石
門
心
学
」
講
演
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内 

 

 

謹
啓 

 

時
下
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
素
は
当
舎
の
活
動
に
何
か
と
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
ご
高
承
の
と
お
り
、「
石
門
心
学
」
は
、
心
を
磨
く
社
会
教
育
活
動
と
し
て
、
江
戸
期
以
来

連
綿
と
続
き
、
い
ま
日
本
資
本
主
義
の
源
流
と
し
て
あ
ら
た
め
て
注
目
を
集
め
て
お
り
ま
す
。 

私
ど
も
心
学
明
誠
舎
も
、
大
阪
・
船
場
で
の
講
舎
と
し
て
二
二
七
年
の
歴
史
を
持
ち
、
今
な
お

講
座
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。 

日
本
人
の
絆
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
、
復
興
に
む
け
て
和
魂
が
問
わ
れ
て
い
る
い
ま
、
よ
り
多
く

の
皆
様
に
石
田
梅
岩
の
「
心
を
磨
く
」
活
動
を
知
っ
て
戴
き
た
く
講
演
会
と
懇
親
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。 

皆
様
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
来
臨
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

お
寄
せ
頂
く
会
費
は
講
演
会
、
懇
親
会
の
経
費
に
加
え
、「
心
学
」
普
及
の
費
用
に
も
充
て
た
い
と

存
じ
ま
す
。
何
卒
、
そ
の
趣
旨
を
ご
理
解
賜
り
ま
し
て
、
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

謹 

白 

 

（
社
）
心
学
明
誠
舎 

理
事
長 

 
堀 

井 

良 

殷 

 

日 

時 

平
成
二
四
年
十
月
二
六
日
（
金
） 

午
後
六
時
よ
り
（
受
付
五
時
三
十
分
よ
り
） 

会 

場 

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル 

 

二
階 

ペ
リ
ド
ッ
ト
の
間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
阪
市
北
区
中
之
島
五
―

三
―

六
十
八 

電
話
〇
六
（
六
四
四
八
）
一
一
二
一 

講
演
一 

井
上 

潤
氏
（
渋
沢
資
料
館
館
長
） 

 
 
 
 
 
 
 

演
題
「
現
代
に
生
き
る
渋
沢
栄
一
」 

講
演
二 

辰
野 

勇
氏
（
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
代
表
取
締
役
会
長
）
演
題
「
企
業
が
果
た
す
社
会
貢
献
」 

懇
親
会 

午
後
七
時
三
十
分
～
午
後
九
時
（
予
定
） 

会 

費 

一
般 

一
万
五
千
円
、 

舎
員 

一
万
四
千
円 

主 

催 

社
団
法
人
心
学
明
誠
舎 http://w
w
w
/ehle.ac.jp/m

eiseisha/ 

後 

援 

関
西
経
済
連
合
会
・
大
阪
商
工
会
議
所
・
関
西
経
済
同
友
会 

 
 
 
 

関
西
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
・
関
西
大
阪
二
十
一
世
紀
協
会
（
順
不
同
） 

 

恐
縮
で
す
が
会
費
は
事
前
に
お
振
込
み
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

振
込
先
・
・
三
井
住
友
銀
行
南
千
里
支
店
（
普
）
０
５
３
１
４
６
３
（
社
）
心
学
明
誠
舎 

 
 

 
 

連
絡
先 

大
阪
府
大
阪
市
浪
速
区
難
波
中
三
―

八
―

十
七 

エ
ー
ル
学
園
内 

 
 

 
 
 

 

社
団
法
人
心
学
明
誠
舎 

担
当
・
山
田
節
子 

電
話 

〇
六
（
六
六
三
二
）
〇
〇
四
一 

 

ご
出
欠
の
ご
返
事
を
お
手
数
で
誠
に
恐
縮
で
す
が
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
も
し
く
は
メ
ー
ル
に
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 


